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て
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
な
ど
防

災
意
識
が
高
ま
っ
た
年
だ

っ
た
。
冒
頭
述
べ
た
よ
う

に
17
年
に
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
23
年
度

に
は
、
10
年
ぶ
り
に
見
直

さ
れ
た
「
首
都
直
下
地
震

等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想

定
」
等
を
踏
ま
え
、
市
の

地
域
防
災
計
画
の
修
正
を

行
う
な
ど
防
災
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
が
、
防

災
対
策
に
ゴ
ー
ル
は
な

い
。
国
に
お
い
て
も
26
年

度
に
向
け
て
防
災
庁
を
設

置
す
る
動
き
も
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
、
防
災
体

制
の
強
化
や
住
宅
の
耐
震

化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　

‐
広
域
行
政
を
実
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
。

　

加
藤　

都
心
か
ら
程
よ

い
距
離
を
保
ち
、
豊
か
な

環
境
や
自
然
と
の
共
生
、

充
実
し
た
子
育
て
支
援
、

製
造
業
の
集
積
地
な
ど
の

特
徴
を
持
つ
西
多
摩
地
域

は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社

会
に
お
い
て
は
高
く
評
価

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
４
市
３
町

１
村
か
ら
な
る
西
多
摩
地

域
広
域
行
政
圏
協
議
会
で

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
圏

域
の
魅
力
を
高
め
、
広
く

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

‐
公
共
施
設
の
相
互
利

用
も
課
題
だ
。

　

加
藤　

公
共
施
設
の
老

朽
化
や
公
共
部
門
に
お
け

る
人
材
不
足
の
問
題
は
、

自
治
体
に
お
け
る
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
行

う
た
め
に
は
、
公
共
施
設

の
共
同
利
用
や
事
務
の
共

同
処
理
な
ど
の
面
で
、
近

い
将
来
、
自
治
体
間
で
連

携
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

‐
市
長
が
思
い
描
く
福

生
市
の
未
来
像
は
。

　

加
藤　

本
市
の
人
口
の

内
、
外
国
籍
の
方
が
占
め

る
割
合
は
約
８
％
と
、
都

内
26
市
で
は
最
も
高
く
、

国
籍
別
で
も
、
約
70
カ
国

の
方
が
居
住
さ
れ
、
国
際

色
豊
か
な
ま
ち
だ
。
本
市

の
小
中
学
校
で
は
英
語

教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
小
学
校
第
５
学
年
全

児
童
、
中
学
校
第
２
学
年

全
生
徒
が
、
公
費
で
立
川

市
に
あ
る
Ｔ
Ｇ
Ｇ
（
東
京

グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
）
に
参
加
す
る
な
ど
、

「
使
え
る
英
語
」
の
習
得

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
全
て
の
福
生
の
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
夢
を
実

現
す
る
た
め
、
世
界
に
も

羽
ば
た
け
る
よ
う
な
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

‐
そ
れ
だ
け
に
苦
労
も

あ
る
と
思
う
が
。

　

加
藤　

人
種
の
る
つ
ぼ

と
も
い
え
る
中
で
の
市
政

運
営
は
難
し
い
部
分
も
あ

る
が
、
我
が
国
で
は
今

後
人
口
減
少
社
会
が
続

き
、
外
国
人
と
の
共
生
は

必
要
不
可
欠
と
な
る
。
福

生
市
は
、
将
来
の
日
本
の

縮
図
の
よ
う
な
ま
ち
だ
と

思
う
。
皆
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
も
人
も
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
、
お
も

ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
よ
う
な
魅
力
溢
れ
る
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。

　

‐
返
礼
品
付
ふ
る
さ
と

納
税
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と

聞
く
。
返
礼
品
と
し
て
福

生
・
横
田
交
流
ク
ラ
ブ
の

特
別
会
員
権
や
横
田
基
地

日
米
友
好
祭
へ
の
招
待
券

な
ど
は
魅
力
的
と
思
う

が
。

　

加
藤　

市
の
魅
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
返
礼
品
に

つ
い
て
は
担
当
職
員
一
丸

と
な
っ
て
知
恵
を
し
ぼ
っ

て
い
き
た
い
。　
（
２
月

７
日
、
福
生
市
役
所
で
）

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備  

一
石
三
鳥
の
施
策

　

昨
年
４
月
の
福
生
市
長
選
で
勝
利
し
、
５
期
目
の
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
加
藤
育
男
市
長
に
こ
れ
ま

で
の
加
藤
市
政
を
振
り
返
り
、
残
り
の
任
期
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
聞
い
た
。　
　
　
　
　
　
（
岡
村
信
良
）

　

‐
17
年
の
加
藤
市
政

で
、
や
り
遂
げ
た
施
策
を

振
り
返
る
と
。

　

加
藤　

２
０
１
７
年
９

月
に
開
設
し
た
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
は
、
平
常
時
に

は
市
内
の
小
中
学
校
全
10

校
に
学
校
給
食
を
提
供

し
、
災
害
時
に
は
避
難
所

に
な
る
。
発
災
後
４
日
目

以
降
の
３
日
間
、
市
内
の

全
て
の
避
難
所
に
１
人
１

日
２
個
の
お
に
ぎ
り
と
汁

物
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
機
能
を
持
つ
。

　

‐
整
備
に
は
随
分
苦
労

が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

加
藤　

国
に
対
し
、
施

設
の
整
備
に
対
す
る
補
助

や
建
設
用
地
の
無
償
使
用

に
つ
い
て
、
私
自
身
が
直

接
、
関
係
機
関
へ
出
向
い

て
調
整
を
重
ね
た
。
努
力

が
報
わ
れ
、
様
々
な
補
助

金
な
ど
の
活
用
や
、
関
係

政
令
も
改
正
し
て
い
た
だ

き
、
約
１
万
平
方
㍍
の
国

有
地
の
無
償
使
用
が
可
能

に
な
る
な
ど
大
変
費
用
対

効
果
の
高
い
施
策
に
な
っ

た
。
老
朽
化
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
更
新
、
中

学
校
完
全
給
食
の
実
現
、

防
災
施
設
の
新
設
と
一
石

三
鳥
を
達
成
し
た
。

　

‐
子
育
て
し
や
す
い
街

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い

る
が
。

　

加
藤　

待
機
児
童
対
策

で
は
２
０
１
６
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
の
９
年
連
続

で
、
４
月
入
所
に
お
け
る

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
で

き
た
。
９
年
連
続
は
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
る
多
摩
26
市
の
中
で
福

生
市
だ
け
だ
。「
ふ
っ
さ

子
育
て
ま
る
と
く
カ
ー
ド

事
業
」
は
23
年
度
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
の
電
子
申

請
を
は
じ
め
専
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
通
じ
て
各
協
賛

店
か
ら
の
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

利
便
性
が
格
段
に
向
上
し

た
。
こ
の
事
業
は
私
の
１

期
目
の
09
年
度
に
手
掛
け

た
も
の
で
、
現
在
ま
で
発

展
す
る
形
で
継
続
し
て
お

り
、
大
変
思
い
入
れ
の
深

い
事
業
だ
。
日
本
経
済
新

聞
社
と
「
日
経
ク
ロ
ス
ウ

ー
マ
ン
」が
実
施
し
た「
共

働
き
子
育
て
し
や
す
い
街

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
こ
う

し
た
取
り
組
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
15
年
か
ら
21
年
に

か
け
７
年
連
続
で
ト
ッ
プ

10
入
り
を
果
た
し
、
24
年

に
は
３
年
ぶ
り
に
全
国
３

位
、
都
内
で
は
１
位
に
返

り
咲
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
う
れ
し
い
。

　

‐
５
期
目
で
取
り
組
む

課
題
の
中
で
、
福
生
駅
周

辺
整
備
に
つ
い
て
は
。

　

加
藤　

Ｊ
Ｒ
福
生
駅
は

公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ

り
、
様
々
な
地
域
、
世
代
、

文
化
を
つ
な
ぐ
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
拠
点
だ
。
福
生

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
や
福
生
駅
東
口
の

富
士
見
通
り
線
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
５
期
目
の
任

期
中
に
、
持
続
可
能
な
形

で
軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

う
ち
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
は
、
資
材
高
騰

等
の
影
響
で
工
事
費
等
が

高
騰
、
労
務
単
価
も
上
昇

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

方
式
の
検
討
協
議
の
長
期

化
な
ど
に
よ
り
事
業
の
主

体
で
あ
る
再
開
発
準
備
組

合
は
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
延
伸
し
て
い
る

状
況
だ
。
様
々
な
課
題
は

あ
る
が
、
事
業
の
重
要
性

に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き

続
き
再
開
発
準
備
組
合
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

‐
人
口
減
少
へ
の
対
処

は
。

　

加
藤　

人
口
減
少
問
題

は
、
自
治
体
経
営
の
根
幹

に
関
わ
る
大
変
重
要
な
課

題
で
あ
る
た
め
、「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦

略
」
を
策
定
す
る
な
ど
し

て
、
定
住
化
対
策
を
進
め

て
き
た
。
現
在
は
人
口
の

目
標
値
を
達
成
で
き
る
見

込
み
だ
が
、
引
き
続
き
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　

‐
全
国
ど
の
自
治
体
も

防
災
対
策
は
必
須
だ
。

　

加
藤　

昨
年
は
、
元
日

の
能
登
半
島
地
震
、
９
月

の
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
、
ま
た
、
８
月
に
初
め

特別インタビュー　加藤育男福生市長に聞く

子育てしやすい街として定着

福
生
駅
周
辺
整
備
　
軌
道
に
乗
せ
て
い
く


